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竹の台地区防災・防犯福祉コミュニティ 

 

平成 28年度 竹の台地区防災ワークショップ３ 実施結果 

 

１．日時 平成 29年 2月 5日（日）9：30～12：00 

２．場所 竹の台小学校会議室 

３．参加者   合計 36名  

・自治会・管理組合 22名（1丁目 6名、2丁目 3名、3丁目 3名、4丁目 2名、 

5丁目 6名、6丁目 2名） 

・防コミ役員 2名  ・竹の台地域委員会役員 8名 

      ・地域団体 4名（老人クラブ、青少協）   

４．内容 

■配布資料 ：資料１平成 28年度 竹の台一斉避難訓練実施結果 

               各自治会・管理組合ごとの写真配布 

         資料２ 平成 28年度 竹の台一斉避難訓練ふりかえり 

 

               

（１）あいさつ 

   竹の台地域委員会 筧委員長 

（２）報告 ９：３５～ 

写真(スライド)を使って 11月 13日(日)一斉避難訓練の実施結果を報告、参加者で共有した。  

①竹の台防災・防犯福祉コミュニティから 

②各自治会・管理組合から 

・上手くいったところ／工夫したところ 

     ・うまくいかなかったところ 

 

（３）ワークショップⅠ  １０：００～ 

     来年度の訓練について 

 

   11月 5日(日)予定。西神中学校 武道場に集合する。①②③のステップで何をするか書き出す。 

    

    ①避難合図 

      ↓ 

   ② 一時避難場所に集合  本部連絡員（設営・連絡） 

      ↓          ↓ 

      ↓        シート敷き 

   ③ 避難所（中学校武道場） 
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ステップ アイデア 

普段から・・ □住民同士が顔見知りになる機会を作る（レクリエーション等） 

０．事前に □住民の家族構成を把握しておく 

□名簿を作成する 

□要援護者を把握しておく 

□車イス支援チームを作っておく 

□車を使わないと移動できない人を把握しておく 

□災害・訓練の知識を得ておく 

□役員の引継を徹底する 

□各家庭で非常持ち出し袋を準備する 

□自治会内の介護施設と交流しておく 

Ⅰ．避難合図 □避難の想定を明確にする 

□「エリアメール」が何かを知ってもらう・携帯がない人への対応 

□訓練の「チラシ」を全戸配布する（4丁目作成のもの参照。回覧だと手元に残らない） 

□事前のチラシに避難経路を明示しておく。 

□その場で「シェイクアウト」してから集合することを徹底 

□非常持ち出し袋を持ち出す 

□何か一品家から持ち出す 

□近所で声をかけあって参加を促す 

□町内の介護施設と連携した訓練を実施する 

□要援護者の安否確認を行う 

□参加者にグッズを配布する（ゴミ袋、食料、防災グッズなど） 

一時避難場所 □一時避難場所を再検討する 

□プラカード・旗を作る 

□名簿を作成しておき持参する 

□車いすを準備しておく（要援護者対応） 

□役割分担～リーダー、本部連絡員等々～は、参加者にも協力してもらい、その場で 

 分担する。誰でもリーダー（先導者）ができるように 

□受付（机）や救助用の道具があると便利 

□避難所への行動を整然とする（避難訓練） 

避難所 

（西神中武道場） 

□何名収容できるのか把握しておく 

□武道場を土足で入れるようにしておく 

□人数確認 

 正確で簡易な方法、PCを使う、集計は後でも良い？ 

□防災機器の取り扱い（AED、簡易トイレ設置、備蓄、工具、毛布） 

□地域ごとの避難場所の確保 

□避難所生活の体験 

□みんなが知り合いになるためのゲームなど 

□炊き出し訓練（自治会から必要人数出てもらって）／おにぎり 

 


